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を意図して不使用にする例はほとんど認められない。また，オ語幹の部分は残りやすく，
オ＋動詞に後続する謙譲語 A・謙譲語 B 形式から先に使用されなくなっている［4.1 節］。




























































 晋の太元年間というのは、東晋の 376 年から 396 年までで、陶淵明の同時代にあたる。淵明の数
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 また「桃花源記」には、散文部分の最後に 32 句から成る五言詩が附いていて、この洞穴内の別世
界のことをうたっている。その中ほどに次のような表現が見られる。
 荒路曖交通 荒路 曖として交わり通じ
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 沈亜之「馮燕伝」     司空図「馮燕歌」 
 白行簡「李娃伝」     元稹「李娃行」 
 沈既済「任氏（伝）」   ？ 「任氏行」 
 薛調「無双伝」      ？ 「無双歌」 
 陳鴻「長恨歌伝」     白居易「長恨歌」 




































































































































































































109－    －
あろう。王昭君については、『漢書』匈奴伝下では事実（と思われる内容）が淡々と記されている
のが、『後漢書』南匈奴伝では、元帝の寵愛薄かった王昭君が、自ら匈奴に赴くことを願い、いざ
旅立つに当たって元帝が彼女の美貌を知って後悔すると記されていて、王昭君をめぐる語り物に進
展のあったことをうかがわせる。語り物としてより興味深い内容に変質していったものに、石崇が
触発されて詩を創作したのであろう。あるいは語り物の最後に、王昭君の悲劇性を強調するような
歌が附随していて、それをヒントに石崇が作ったのかも知れない。それは、さらに『漢書』西域伝
に載せる、烏孫王昆莫に嫁がされたいわゆる烏孫公主の事績と、彼女が作ったとされる歌とを想起
させる。烏孫公主の歌というのも、彼女を題材とした語り物とともに、その悲劇性を強めるために
作られた歌として組み合わさったものかもしれない。 
 
 そうだとすると、陶淵明の「桃花源記」と「桃花源詩」の組み合わせは、ともに陶淵明の創作に
かかるものではあるが、散文と韻文（詩や賦）の組み合わせが民間において広く行われていて、陶
淵明がそれにヒントを得て書いたものであり、また唐代の伝奇と歌もその延長線上にあると考えら
れるのではないか。 
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（８）興膳宏『中国名文選』、岩波新書、2008年、93ページ。 
（９）『神仙伝』巻6に載せる王烈の話は、洞穴を通っていく話ではないが、山が破れ石が裂けていて、石の中
に穴があって青泥が髄のように流れ出ている。後に行ってみると山はもとのようになっていたという。『水経
注』巻40に引く『東陽記』では、西晋時期に信安県の懸室坂で木こりが石室に入り込んだ。中では4人の童子が
琴を弾き歌を歌っていた。童子が棗のようなものをくれ、口に含むと餓えを覚えなくなった。童子が帰れとい
うので帰ろうとすると、もたせ掛けてあった斧の柄はすっかり朽ちていた。村へ帰ってみると、家から出て数
十年も経っていて、親族も亡くなっていた。いわゆる王質爛柯の話であるが、これは石室に入り込んでいくも
ので、仙界探訪譚の原型に近い。『神仙伝』巻10の陳長の話では、彼が住んでいたという紵嶼山は、東海中に
あり、呉中の周詳なる男がこの山に迷い込んで、三年後にやっと帰ることができたという。仙界に迷い込んだ
話である。『列仙伝』巻下には、蜀の邗子という男の飼う犬が、山の洞穴に迷い込み、それについていった邗
子が洞穴に入っていき、十何日かで数百里を歩き、山の頂上に出ると、宮殿があったという。いずれも洞穴あ
るいはそれに近い所を通って別世界にたどり着く話である。 
（10）『中国文学報』第78冊、2009年。 
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【本稿修正にあたって、佐藤大志先生をはじめとする広島大学大学院教育学研究科所属の研究者の方々から貴
重な助言を得た。また古川末喜氏からは、蔡樹才氏の論文の複写を恵与された。記して謝意を表する。】 
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